
















































































幾つかの小豆が落ちていた。 逃げ出した一粒の小豆を追ったためか、旅人は逆に小豆に追われる身となる そ てついには目が百もある小豆の化け物に食われてしまっ と語られて る。逃げ込んだ空き家から小豆を研ぐ音が聞こえてきた あった 、 そこは「 とぎ」の出現場所だったということなのだろう。まわりに小豆が っぱい転がっていたというその光景は、不気味な余韻を残し　
このように小豆洗いは、小豆とぎや小豆撒き、小豆とぎばばあ、










































































人に疑念を抱いていたところ、その家の五歳になる子供が遊びにくる。前話同様に子供に尋ねて赤い飯のことを聞いたお大尽は、家に怒鳴り込んで貧乏人に問 だす。無実を晴らすために殺された子の腹には赤い小エビの飯があり、赤い飯でも小エビの飯であったことがわかる。罪のない一 息子の供養のために、貧乏人は西国巡礼に出かけ、子の往生を弔ったと結ばれている　「五つの罪はよもあらず六波羅堂へ参る身なれば」の文言は、 「重くとも五つの罪はよもあらず
　
六波羅堂へ参る身なれば」に由来す
るものと考えられる。西国三十三所観音霊場十七番六波羅蜜寺 ご詠歌である。 逆罪に 子殺しは入っていない 、父母殺しに近い罪の重みを表している だろうか 前話にあった「五つの罪はよもあらじ」もまた、これ 共通したも である。子供の年齢を五歳とするのは、 「五つ 罪」 よっているようだ。両話は共 歳と語られている。共通点の多さから、両話の間には伝播上の何らかの関係も推察される。　
このような富める者と貧しい者とを対比させた語りは、弱者の誇
































































れて死んだ人の奥さん ね。そしてその奥さんが、独りっこで毎晩寂しい思いしているようになっ んだと。そしたら、今度は船乗りだ、 船乗りだっ 、 毎晩通う人が っ んだと。そしてその人が来っ時は、戸を開ける音もなくてソコソコっと入って来て、そしてまではてすのりに来るんだってす。　
そして入る人があって、不思議なもんだねえ。戸を開ける音 な
くて、 入っ から毎晩びしょぬれになって来んなと思ってその人 、気にしたんだと。　
そして気にしてから、隣に年の取ったお婆さんがあんが、この人
さ行って、何な か聞いて来ねばな ねと思っ 聞きさ行 たんだどす。そしたらそのお婆さんが、「船乗りだって来るんだらば、小豆煮て、小豆のつゆで足を洗わせろ」った 。夜入って来 時ね。そうせばわかっから こと 。　
奥さんが小豆煮て、その小豆のつゆ出して、 「足洗って入って」っ















つ音がするが、姿は見えなくなる。不思議に思った女性が翌朝小豆汁の跡を辿って行くと、浜辺まで続いており、そこで大きな鱈が死んでいるのを見つけるのであ 。海の化け物に騙され 時には、小豆の煮 に浸けるものだ 老婆は語る。　
この老婆のように、語り手である小石嫗は「小豆のつゆで手足を
洗わせると、海の化 物は弱い」と教えてくれる。人間 小豆を沢山食べすぎれば胸が焼けるように、小豆に 力 あると語 のだ。　
このように、化け物となった鱈は退治の対象となり、その時 小












の乞食が明神様の縁の下に寝て居ると、八幡様達が「今日は名主の家で子供ができるから行つてもらひたい。 」と誘ひに来た。 は「俺は今日御客があつて行かれないから皆さん、 よろしく頼みやす。 」と言つて御願をし 暫らくすると神様達が「行つて来やした。 」と言つて帰 来た。明神様は「そりゃ皆さん有難う。 ・・・・・何んでごわしたいや。 」と言ふ 、八幡様達は「男でした。 」「寿命はいくつまでですいや。 」「寿命は七つまで「何で死にやす？。 」「十一月十一日川流れ 死ぬ。 」と、話しあつて居るのを乞食が聞い 、こりゃ、いいことを聞いた。と言ふので早速名主様の家へ来て見ると、名主様の家では、もう大喜びでお祝いをして居た。乞食はいろ〳〵と御馳走になつた。　
七年たつた十一月十一日。乞食は名主様の家を訪ねて、 「実は七

















































いたために大騒ぎになるが、やがて無事に戻ってくる。出生時に定められた運命を変えたのは、小豆のぼた餅であった。持っていたぼた餅を河童小僧 やったことから 命 助かったのである。　
話はそれに加えて、十一月十一日に小豆飯を食べると川流れにあ
























上がってきた。小豆は日常的にいつでも口にできるものではなく、ハレの日や節目の時に料理される食べ物であった。このためハレの日の、また神迎えの前の緊張感を反映したかのような、 「小豆洗い」といった妖怪 生み出されていた。小豆を水で洗う時に聞かれるシャキシャキといった音 響きも、人々の印象に強く残 てい と考えられる。しかしまた、小豆は誰でもが簡単 食べられるものではなかったようだ。 「赤米と子供」からは、 盗んだ疑いをかけられた人々の、 虐げられる様子が語られていた。同じ赤い飯でも、それは小豆によるものではなかっ 。貧しいもの 容易に食べることのできない、豊かさの象徴としての小豆がそこ あった。　「鱈聟入」の昔話では、海の化け物である鱈を退治するために小豆が使われていた。本来は神であったものが海の化け物となったか、神から零落した蛇が身近な鱈にすり替わった かは定 で ないが、人間から遠ざけるべき存在となった異類の正体を暴き、殺めるために小 飯や小豆の煮汁 使われていた。小豆にはその力があると考えられていたこ がわかった。　そのような小豆の力を説いていたのがまた、 「十一月十一日に小
豆飯を食べ 話」や「鬼の山の旅人」であった。川流れにあう運命であった子供を、小豆を使っ ぼた餅が救い、十一月十一 には小豆飯を食べることが説かれている。また山の鬼から人間の命を守ったのも、小 だった。鬼のような強力なも さえも 小豆にはその力を弱める効力があ 人々は考えていたのであ　
このようにみてくると、小豆は海の難や川の難、また山の難から






























13）小山真夫『小県郡民譚 郷土研究 三三 五頁
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恵那昔話集』 （岩崎美術社、 一九七七） 二九九頁。
